
食べられるのに廃棄される食品の
買い取り販売事業で食品ロスを削減
「食品ロス」という社会問題を
直接的に解決できる理想のビジネス

食品の販売だけでなくワークショップなどで
食品ロス削減の大切さを伝えていく
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賞味期限間近の食品をはじめ、不揃いの野菜や果物、過剰在庫品などをリーズナブルな
価格で販売。入荷した折りたたみコンテナそのままの陳列で、値札が付いていないもの
もあり、宝探しのような気分で買い物をしているお客様も。

有限会社　TPC 
代表取締役 山中 善昭さん

　マルシェの成功で手応
えを掴んだ山中さんは、
飲食事業者への行商から
店舗販売に切り替えて、
野沢に１号店をオープン。
野菜と果物だけでなく冷
蔵品も取り扱うようにな
り、来店者数が増えて、
売れ残って廃棄する量が
大幅に減ったと言います。

「期限が近い食品なので、最終的には安値での販売をせざるを得
ないのですが、お客様に社会的な意義をご理解いただき、納得性
のある価格での販売を目指しています」というのが山中さんのこだ
わり。そのために、看板を出さない、口コミ以外で宣伝をしない、
折りたたみコンテナごと陳列する、支払いは現金のみなど、徹底的
に経費を省く経営で、事業を成り立たせているそうです。その結果、
今期ようやく累積赤字から脱出予定とのこと。
　お店に出ていると、お客様から「すばらしい事業だから頑張って
ください」と褒められることもあると言います。実際、週１回は買い
物をするというお客様に話を聞くと、「けっこう食べられるものが多
いし、子どもと来て、賞味期限が近くても大丈夫だね、とわかって
もらえるのがいいですね。社会のためになるし、家計の助けにもな
ります」と喜ばれていました。山中さんは「“てまえどり（※）”や“賞味
期限は食べられなくなる期限ではない”といった認識が定着してほ
しい」という願いから、 世田谷区や大学などと連携して親子ワーク
ショップを開催。食品ロスについての勉強会を行い、店の手伝い
や買い物を通して、「まだ食べられるのに捨てられるのはもったい
ない」と実感してもらう啓発活動を行っています。
　「食品ロスは身近であり、地球環境に影響を及ぼす重要な課題
であるものの、費用面やブランド力の維持などの観点から捨てた
ほうが都合が良いと判断されてきた経緯があります。食品ロスは、
まだまだ大量にあります。今後は私達消費者がより自覚をもって
行動することが、より良い未来をつくることにつながります」と山中
さん。

　2019年に野沢で１号店をオープンした「iiMaquet（アイアイマー
ケット）」。店内に所狭しと並べられたコンテナの中には、まだ食べ
られるのに廃棄予定の野菜、果物、肉や乳製品などの冷蔵食品が
ギッシリとつめられ、市価の半額程度で販売されています。代表の
山中善昭さんは、16年間勤務した百貨店を退職して起業。当初は
インターネットで中古本販売を始め、家電品、食品など取扱品目
を拡大していきました。「売上げが上がり、利益も出たので、本で
世の中に恩返しをしたくて、ネパールなどに図書館や図書室を寄
贈したり、東日本大震災時には避難所に本を寄贈する活動を始め
ましたが、経営が悪化。どうにか倒産は回避したものの、社会に
役立っている実感を失い、悶 と々した日々を過ごしていたときに出
会ったのが『食品ロス』だったんです」。
　2021年度に523万トン（推計値）もの食品が廃棄されました。廃
棄されてしまう食品を買い取って売ることで、食品ロスを少しでも
削減できないかと考えた山中さんは、滋賀県から単身上京して事
業を開始しました。「企業が利益の一部を社会に還元してＣＳＲ活
動を行うのも大切だけれど、事業そのものを社会問題の解決につ
なげることもできるのではないか。食品ロスを解消することがビジ
ネスとして成り立つのなら、理想の仕事だと思ったんです」と山中
さん。２トントラックで朝から晩まで走り回り、廃棄寸前の野菜や
果物を買い取って、行商のように飲食店へ売りに行きましたが、ほ
とんどが売れ残ったと言います。「お金を払って野菜や果物を買っ
て大半を捨てるという、ただの廃棄の肩代わりで、何も生産的なこ
ともなくて……」。
　毎日、買い取った分の６～７割を捨てる日々が半年ほど続き、２度
目の倒産の危機に陥ってしまいました。

「ところが、おじさんが一人で頑張っていると、見るに見かねて助け
てくれる人が出てくるんですよ」と笑う山中さん。下馬のカフェで「う
ちの庭先を使いませんか？」と声をかけられ、友人をお客様として
呼んでくれたそう。「マルシェを開催したら何十人も来てくれて、よ
く売れたんですよ。今まで苦労して飲食店を回っていた日々は何
だったのだろう、ってくらい」。

（※）�購入してすぐに食べる場合に、商品棚の手前にある商品等、販売期限の迫った商品を積
極的に選ぶ購買行動

iiMaquet 1号店/野沢4-17-7　iiMaquet 2号店/野沢3-31-1　
 https://iimaquet.com/
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